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E k = Eu k + Eb k がk−3/2に比例して IK
スペクトルと整合することが示され、残差エ
ネルギーのスペクトルER k = Eu k − Eb k 
がk−2に比例することが示された。さらに IK
スペクトルの無次元定数Aの値まで見積り、

























































ub  k ,  E 2 (k) , 
E 2 
R (k) ）が、図 1 に示してある。E 1 
ub  k と
E 2 











図 1 直接数値シミュレーションによる 
エネルギースペクトルの非等方成 
分E 1 
ub  k （上図青）、E 2  k （下図 
青）、E 2 
R (k)（下図マゼンタ）。参考 
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